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【手続補正書】
【提出日】平成24年9月19日(2012.9.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　端子台１６は鍔部外方に突出して形成され、一方の端子台１６Ａの上面はカバー５０を
載置する平坦部１７を有し、この平坦部１７にはカバー５０の後述する係止爪５１を係止
する溝部１７Ｂを設ける。この一方の端子台１６Ａにはカバー５０を載置しその上面にコ
モンモードコア４０を載置する。
　またカバー５０を載置する一方の端子台１６Ａの高さは、カバー５０を載置しない他方
の端子台１６Ｂの高さよりカバー５０の厚み分低く形成している。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　またノーマルモードコア３０は、中鍔部１４の凹部１５内に一端３０Ａが挿入されこの
一端３０Ａが凹部１５内の開口底面１５Ａに突き当てられると共に、中鍔部１４の凹部１
５の開口から突出する他端３０Ｂがカバー５０により押接されるため、ノーマルモードコ
ア３０のより正確な位置決めができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】
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【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２】
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【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３】
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